
日本セラミックス協会２０１４年年会が２０１４年
３月１７日（月）～１９日（水）の日程で，慶應
義塾大学日吉キャンパスにて開催された。筆者
は都合で，１７日（月）～１８日（火）の２日間
のみ参加し，ガラス・フォトニクス材料に関す
るセッションで講演及び聴講させて頂いた。慶
應義塾大学は，創立者・福澤諭吉の志と理念を
継承し，実学の精神に基づき，教育・研究・医
療の一層の質の向上を目指している。主に東
京・神奈川を中心に大学キャンパスが存在して
おり，今回会場となった日吉キャンパスは，７
学部の１，２年生（文・医・薬は１年のみ）お
よび３研究科の大学院生が塾生生活を送ってい
る。
筆者の専門分野の都合上，ガラス・フォトニ

クス材料セッションの中でも，蛍光体材料に特
化した形になってしまうが，以下でいくつかの
講演について報告したい。
京都大学の片山，家弓，松崎の三者は，バイ

オイメージング利用を想定した近赤外長残光蛍
光体の材料探索について報告している。片山ら
は，「Mn―Bi 共添加MgGeO３蛍光体における赤

色長残光機能発現」と題して，Bi 共添加によ
る近赤外長残光の向上とそのメカニズムについ
て，拡散反射スペクトルや蛍光スペクトル，熱
蛍光測定の結果をもとに詳細に議論している。
TLグロー曲線より，Bi 自体が電子トラップの
役割を果たしているという事実は非常に興味深
く，これらを前提とした場合，トラップ準位形
成には，共添加元素の価数やイオン半径，エネ
ルギー準位など，どのパラメータが大きく寄与
しているかが重要であり，今後の研究に期待し
たい。家弓らは「バイオイメージング応用に向
け たMgGeO３：Mn２＋Ln３＋（Ln=Yb，Eu）赤 色
長残光蛍光体の光物性評価」と題して，Bi 以
外の元素での共添加による近赤外残光特性の効
果を検証している。これにより，共添加した希
土類元素は，ホストバンド内において，各希土
類イオンのエネルギー準位に依存した，電子ト
ラップ準位を形成することが見出された。これ
らの知見は，今後の長残光蛍光体材料の設計指
針にも大きく貢献することが期待できる。ま
た，松崎らは，「赤色長残光を示すCr３＋添加透
明結晶化ガラスの作製と光学特性評価」と題し
て，結晶化ガラスを近赤外長残光蛍光体として
用いるという新しいアプローチを試みている。
特に当該研究では，熱処理により ZnO―Ga２O３―
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GeO２三相系ガラス中に近赤外残光を示す Zn３
Ga２Ge２O１０：Cr３＋結晶相を析出させることを検討
している。実験では，熱処理温度の上昇に伴
い，結晶相の形成とそれに伴うCr３＋の２E→４A２
遷移による近赤外発光の増大に成功している。
横浜国立大学の岩井，産業技術総合研究所の

藤尾らは，機械的刺激を加えることで蛍光を示
す応力発光体材料の基礎研究について講演して
いる。岩井らは，「Mn添加AlNセラミックス
のトライボルミネッセンス」と題して，Mnを
添加したAlNセラミックスについてボールオ
ンディスク試験を行い，その際の摩擦発光につ
いて報告している。講演では，摩擦係数とフォ
トンカウント数との関連性について議論してお
り，これにより，Mn : AlN セラミックスが摩
擦という力学的エネルギーの入力に対して，蛍
光という電磁気学的なエネルギーの放出を示す
ことが確認された。そのメカニズムについては
未だ不明瞭な点も多いが，個人的には非常に興
味深く，ぜひとも検証したい現象である。藤尾
らは，「SrAl２O４：Eu応力発光特性に及ぼすト
ラップ制御の影響」と題して，応力センサ応用
に向けた SrAl２O４：Eu応力発光体の特性改善に
ついて報告している。SrAl２O４：Euは，応力発
光体として長年研究が行われており，実用材料
の候補として期待されている。講演では，出発
原料となるアルミナの種類と応力発光特性の相
関について検証しており，具体的には，α アル
ミナと γ アルミナの２種類について議論してい
る。熱蛍光グロー曲線評価により，γ アルミナ
を用いた場合において，トラップ準位やキャリ
ア密度が大幅に増大することが示唆され，これ
ら浅いトラップ準位が応力発光に大きく寄与し
ていることが確認されている。
横浜国立大学の田中らは，「HfO２添加による

透明蛍光 β―SiAlONバルク体の作製」と題し
て，実用蛍光体材料として知られるEu２＋添加
β―SiAlONセラミックスの透明化を検証してい
る。透明セラミックス材料は，近年，前駆体合
成及び焼結技術の発達により開発が益々進んで

おり，単結晶に代わる次世代材料として注目さ
れている。特に，レーザ材料やレンズ材料とし
ては精力的に研究が行われており，単結晶を上
回る光学的性能を示すものも報告されている。
発表では，屈折率が β―SiAlONに近いHfO２を
焼結促進剤として添加した際の効果について議
論している。実際に作製されたサンプルが優れ
た透光性を示していることから，HfO２添加に
より材料の高密度化とガラス相量の低減が起き
ていると推測されている。今後，更なる透明化
が見込まれれば，白色 LEDの光波長変換体以
外にも多くのアプリケーションが期待できると
思われる。
東北大学の星野らは，「Mn添加 Li２O―ZnO―

GeO２系ガラスの結晶化と発光特性」と題して，
Mnを発光中心元素として利用した希土類フ
リー蛍光体材料の開発について報告している。
講演では，Mn添加 Li２O―ZnO―GeO２系ガラス
の熱処理による結晶相形成の組成依存性につい
て詳細に議論している。特に，構成される組成
により，Li２Ge４O９，Zn２GeO４，Li２Ge７O１５と形成
される結晶相が変化し，それに伴い，Mnの発
光も変化することが示された。これらは結晶相
の種類により，Mnの配位子場や価数が変化
し，発光に起因する遷移が異なっていることが
予想される。
東北大学の高橋らは，「溶融プロセス制御に

よるガラスの発光色可変」と題して，ガラス材
料における作製条件依存性について検証してい
る。従来，溶融温度や湿度，坩堝材が作製され
るガラスの構造や結晶化挙動，着色，屈折率に
影響を与えることは経験的，実験的に知られて
いるが，当該研究のように発光特性について議
論したものは少ない。高橋らは，酸化還元反応
により価数変化する Snイオンに着目し，各種
溶融温度で Sn含有ガラスを合成し，それら発
光特性について調査している。特に，１SnO‒６０
ZnO‒４０B２O３組成では，溶融温度により Snの
発光波長がシフトしていることが確認され，こ
れらは SnO２結晶の欠陥発光が影響していると

４８

NEW GLASS Vol．２９ No．１１２２０１４



解釈さている。このことは，ひとつの添加した
発光中心元素に対して，２種類の発光を示すと
いう極めて珍しいケースであり，学術的にも興
味深い。
一般講演の他にも，企業研究フロンティア講

演の方も拝聴した。特に，（株）村田製作所の
呉竹らが発表した「広帯域発光Bi 添加 La２Zr２
O７透明セラミック蛍光体」に関するお話は大
変反響が大きかった。近年，近紫外～青色 LED
の高出力化の進展により，白色 LEDの用途は
照明分野にまで拡がりを見せている。一方で，
大電流の注入に伴い LEDチップの発熱が増加
することから，封止樹脂の熱劣化等が問題視さ
れており，これよりガラスや透明セラミックを
ベースとした樹脂材料を含まない波長変換部が
提案されている。講演では，紫外線照射によ
り，広帯域且つ高効率な発光を示すBi 添加
La２Zr２O７透明セラミックスについて報告してい
る。当該研究のように，Bi に起因した広帯域
且つ高効率な発光を示す材料の報告は少なく，
そのため，発光メカニズムについての質問が相
次いだ。今後，これらのメカニズムの解明が，
新しい蛍光体材料の設計指針に活かされていく
ことが期待される。
紹介した他にも，非常に興味深い発表が多数

講演され，活発な議論が行われていた。筆者も

「ルミラスB蛍光ガラスのシンチレーション及
び熱蛍光・輝尽蛍光特性」及び「Yb添加 Lu２
O３透明セラミックスの高速シンチレーション
応答」と題して講演し，多くの諸先生方や企業
の方々と有意義な議論をさせて頂いた。前者の
講演においては，放射線照射時にガラス内に生
成された電子及び正孔の移動過程について議論
し，即発型のシンチレーションと遅発型の熱蛍
光及び輝尽蛍光といった複数の過程において再
結合している見解に至った。後者の講演では，
放射線計測用の蛍光体の発表自体が少ないこと
もあり，応用技術を想定して求められる物性に
ついての質問も頂け，多くの皆様に関心を持っ
て頂けたのではないかと自負している。両講演
ともに，皆様から多くの御助言を頂き，今後の
研究開発に生かしていきたいと強く考えてい
る。
今回，時間の都合上，ガラス・フォトニクス

材料のセッションの一部にしか参加できなかっ
たが，それでも多くの研究者の皆様と議論する
ことができ，たくさんの技術と知見に触れ合う
ことが出来たと感じている。特に自身の分野と
は異なる方々の意見は，新しい技術や発想の発
見に繋がっていくものだと確信しているので，
今後も積極的に学会や講演の場で，議論してい
きたいと考えている。

４９

NEW GLASS Vol．２９ No．１１２２０１４


